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和船に乗って江戸文化に親しみ、川の自然にも触れる子どもたち 

 「学び合い、育ち合う、地域のコミュニティの場。幼児

も保育者も保護者も園に関わる全ての人がつながり、成長

する幼稚園」を目指す幼稚園像の一つとして掲げる、東京

都江東区立つばめ幼稚園（神谷美和子園長、園児３２

人）。園の強みである「地域との深いつながり」と「豊か

な自然環境」を生かし、地域・自然との関わりを通して、

子どもを真ん中に「みんながつながる」ことに向けた実践

などの研究に取り組んだ。 

来訪者の情報基に動植物のマップ作り 

東京・江東区立つばめ幼稚園 



 開園当初から地域とのつながりを大切にし、地域に支え

られている「みんながつながる園」を園運営の基本として

きた、つばめ幼稚園。小名木川や横十間川が近くを流れ、

緑道公園もあるなど豊かな自然環境にも恵まれている。 

 神谷園長や保育者たちは「昔から人の生活と結び付き、

暮らしを支え、潤す自然は、世代を超えて語り合える共通

の話題であり、『人をつなげる魅力』がある」「子どもた

ちは自然に触れ、心が揺さぶられる体験を重ねる中で『命

とはかけがえのないもの』であることを肌で感じる。そこ

に芽生える畏敬の念は、子どもたちの心を力強く育ててく

れる」と考えている。 

 こうしたことから、園の強みである「地域との深いつな

がり」と「豊かな自然環境」を生かし、自然を重視した環

境構成や保育者の援助、地域・自然との関わりを通した効

果的な取り組みを探るため、「みんながつながるようちえ

ん―地域・自然との関わりを通して」を主題に研究を進め

た。 

高齢者と盆踊りや昔遊び 



 

園庭のビオトープでの活動にも地域の人が関わるときがある 

 つばめ幼稚園では、子どもたちを中心に据え、保護者、

地域の人たち、近隣の学校・園・保育所、専門家など多様

な人々とのつながりを育みながら、子どもたちとその周囲

にいる全ての人のウェルビーイングを目指している。 

 「地域との深いつながり」の中で、特に高齢者の会「参

寿会」との交流は長年にわたって続いており、盆踊りを一

緒に踊ったり、昔遊びやゲートボールを楽しんだりするこ

とを通して、世代を超えた交流が生まれている。 

 「自然との触れ合い」についても、多くの取り組みを行

っている。横十間川では毎年、子どもたちが和船に乗って

江戸文化に親しむ。今年は地域の釣り名人と保護者、５歳

児たちが横十間川でハゼ釣りを楽しんだ。 



 日々の散歩や登園・降園時なども含め、そうした生活、

活動を通して、カワセミやカワウ、サギなどの鳥が飛び、

クロダイやボラなどの魚が悠々と泳ぎ、クラゲも漂うな

ど、海水と淡水が混ざる河川の命の多様性を感じている。 

 このようなことを踏まえて取り組んだのが、「地域の自

然・発見マップ」作り。大きな地域マップを用意し、地域

のさまざまな人たちが来園したときに、目撃した植物や生

き物を付箋に書いて該当する場所に貼ってもらった。 

 地図を囲んで「クラゲがいるよ」「ハクビシンを見た」

などと会話が弾む子どもたち。日常的にも「昨日、カワセ

ミを見ました」と親子で伝えに来たり、「珍しいキノコを

見た」と地域の人が教えてくれたりするたびに、付箋が追

加された。 

 地域に散歩に行くとき、マップで「ここでタヌキが発見

されたみたい」と話題にしてから出掛けると、子どもたち

は「何かに出合うかも」とわくわくする。散歩中にも「あ

っシラサギ」「川が濁っているから、クロダイが見えな

い」など、新たな気付きが広がった。 

 他にも、 



 ・許可を得て園のビオトープに地域の草花を取り入れて

いる 

 ・ホームセンターに野菜の苗を買いに行ったときに野菜

を育てる名人に出会う 

 ・地域に住む木彫師の方が提供した木片を使って造形を

楽しむ 

 ・飼育しているカメが産んだ卵がふ化すると、話を聞い

た幅広い年齢の卒園児が集まってくる 

 ・カメの家の修繕を地域の人と一緒に行う 

 ・生き物で不思議に思ったことを教育長ら専門家に聞い

てみる 

 ―など数多くの自然や地域の人との関わりが遊びや生活

を充実させていく。 

感謝、畏敬の念育む 

 取り組みを通して、子どもたちは人の温もりに触れ、感

謝の気持ちを抱き、自然への畏敬の念を育みながら、地域

を大切にする心を育んでいく。人と関わる喜びが人と関わ

る力となり、さまざまな考えに触れることで、自分自身の

知見も深まっていく。 



 こうした子どもの成長を実感したことで、保育者自身も

地域に働き掛ける意欲が高まった。地域の人からは「幼稚

園があることで、地域に暮らす人がつながるさまざまなき

っかけが生まれている」など、多数の肯定的な意見が寄せ

られた。 

 神谷園長は「こうした体験を幼児期に味わえる子どもを

増やすとともに、園が地域の結節点になることを目指し、

園自体が地域資源としてできることを考え、行動したい」

と述べた。 

 


